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モビリティウィーク＆カーフリーデーなら実行委員会  
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奈良市の環境キャラクター 

「ルリくん」 
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奈良市の環境キャラクター「ルリくん」 

奈良公園には 1,000 頭をこえる野生の鹿が暮ら

していますが、その鹿のフンをコツコツ処理して

土にもどしてくれているのがフン虫とよばれるコ

ガネムシの仲間たちです。その代表が紀伊半島各

地でしかみられないルリセンチコガネ（オオセン

チコガネ（ルリ型））というきれいなコガネムシで

す。 

そこで、奈良市の環境を 

イメージし、循環型社会を 

象徴するキャラクターとして 

ルリセンチコガネの 

「ルリくん」が誕生しました。 

ルリセンチコガネ 

（若草山にて撮影） 

【 奈良市の概要 】 

▶奈良県の北端に位置 

▶面積：276.94k㎡（県内 3番目の広さ） 

▶人口：358,155人（H30.4.1現在） 

《奈良市の魅力》 

  

 

自然豊かな

生活環境
住みやすさ 

文教の街 

安全で 

暮らしやすい都市 
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「モビリティウィーク＆カーフリーデーなら」 

～ 今 日 は 車 を お い て 出 か け る 日 ～ 
 

≪実施目的≫ 

地球温暖化や大気汚染、渋滞など、都市における車中心の生活から引き起こされる諸問題を

解決し、持続可能な社会へと転換を目指す総合的な政策を実現するための啓発活動として

実施する。 

将来的には、秋の観光シーズンに奈良公園登大路園地と県庁（バスターミナル）、近鉄奈良

駅から東の世界遺産エリアへの車（特にマイカー）の流入を規制することで、環境や世界遺

産を守りながら、にぎわいも呼び込む誇りを持てる都市をアピールする。 

その第一歩として啓発活動を継続実施して、市民・観光客等の公園周辺のマイカーの利用縮

減に対する意識の醸造を図る。同時に関係者、関係機関との協議を進め、1日のみのカーフ

リーデーの実施を経て、ハイシーズンのマイカー流入規制を目指す。 

 

≪平成 30年度実施内容≫ 

◎モビリティウィークパネル展：9月 18日（火）～21日（金） 

◎カーフリーデーイベント：9月 22日（土） 

○カーフリーゾーン 

交通規制：三条通の一部（ＪＲ奈良駅前交差点～今辻子町） 

・地球温暖化対策のための国民運動「COOL CHOICE」普及啓発及び 

交通手段についてのアンケート 

○イベント会場：ＪＲ奈良駅東口駅前広場 

ブース出展（内容）･･･14ブース 

・環境のブース 

・交通のブース 

・地産地消のブース 

 

ブース名 実施団体 

車をおいて COOL CHOICE！新しいライフスタイルを

提案します 

特定非営利活動法人奈良ストップ

温暖化の会 

オープンワークショップ「あなたの住みたい“奈良”

を描いてください」 

特定非営利活動法人奈良ストップ

温暖化の会 

奈良のまち歩き＆自転車マップや、本日のイベント

案内配布 

まちあるきコンシェルジュ 
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ソーラークッカーによる実演 特定非営利活動法人サークルおて

んとさん 

自転車と歩く“なら”みどころマップ 奈良市地球温暖化対策地域協議会 

ストップ温暖化パネル展とぬり絵 奈良県環境政策課 

ミニトマトすくい・かき氷 生活協同組合コープ自然派奈良 

配達サービスや生協商品の紹介 市民生活協同組合ならコープ 

春日山原始林の保全活動の紹介、間伐材のおもちゃ

づくり 

春日山原始林を未来へつなぐ会 

旬菜メルカート（地場産野菜・加工品の販売） 湖畔の里つきがせ 

奈良の地酒試飲体験 もも太朗ビエラ奈良店 

奈良発信のクラフトビールの販売 Golden Rabbit Beer 

Mobike使用方法と乗車体験 モバイク・ジャパン株式会社 

会員登録会・自転車試乗・パネル展 株式会社ドコモ・バイクシェア 

 

・ウォーキング＆サイクリングイベント 

ツアー名 実施団体 

ガイドと歩く奈良公園 春日山原始林を未来へつなぐ会 

記紀万葉の道巡りエコツアー 特定非営利活動法人宙塾 

自転車でめぐる平城宮跡・唐招提寺 株式会社ドコモ・バイクシェア 

奈良の街並みと歴史を感じる自転車フォトラリー 特定非営利活動法人奈良ストップ

温暖化の会 

 

１．周知活動 

（１）「モビリティウィーク＆カーフリーデーなら」 チラシの作成、配布 

 今年度より実施する「モビリティウィーク＆カーフリーデーなら」の周知や、イベントの

集客を図るため、チラシを作成し、配布した。 

 配布先は、市公共施設や実行委員会関係者をはじめ、イベント出展団体、近隣自治会、商

店街振興会等へ約 5,000部を配布した。 

 また、チラシを A1 サイズで印刷しポスターとして、市公共施設や会場である JR 奈良駅

の掲示板等に掲示した。 

 これらを通して、モビリティウィーク＆カーフリーデーについて知っていただくきっか

けとなった。 
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A4チラシ表            A4チラシ裏 

   

 

（２）「モビリティウィーク＆カーフリーデーなら」 のぼりの作成、設置 

 市庁舎に来庁される市民の方に「モビリティウィーク＆カーフリーデーなら」について知

っていただくきっかけ作りの一つとして、のぼりを作成し、市庁舎の出入口に設置した。 

視覚にうったえかけることで、日ごろ関心の低い層に対しての意識の向上に繋がった。 

 

正面玄関出入口           北棟（駐車場側）出入口 
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（３）イベント会場でのチラシ配布 

イベントの周知、「モビリティウィーク＆カーフリーデーなら」の啓発をするため、イベ

ント会場である JR奈良駅東口駅前広場にてチラシの配布を行った。 

【実施日】9月 18日（火） 

【配布枚数】200枚 

  

 

（４）「モビリティウィーク＆カーフリーデーなら」実行委員会の HPの作成、イベントの

周知 

「モビリティウィーク＆カーフリーデーなら」について、多くの方の目にとまるよう、WEB

ページを作成した。ホームページを通して、モビリティウィーク＆カーフリーデーについて

の周知や「モビリティウィーク＆カーフリーデーなら」のイベント情報について随時発信を

行った。 

また、イベントの周知にあたっては、ブログにてブース出展団体の紹介も行い、幅広い層

への PRを図った。 

●モビリティウィーク＆カーフリーデーなら実行委員会 HP 
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●ブログによる出展ブースの紹介 

 

（URL：https://carfreedaynara.jimdofree.com/） 

 

（５）その他の周知活動 

●市長の定例記者会見での PR 

 

（奈良市ホームページより） 

●市公式フェイスブック・ツイッターでの PR 
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●「ならしみんだより」へのイベント告知を掲載（奈良市民全世帯配布） 

  

 

２．「モビリティウィーク＆カーフリーデーなら」実施内容 

（１）パネル展示 

 市民の環境意識や交通に対する関心の向上を図るため、ヨーロッパモビリティウィーク

の紹介や世界、アジア、日本の情勢や「モビリティウィーク＆カーフリーデーなら」イベン

トの紹介を行った。 

 ヨーロッパモビリティウィークに関する情報や「モビリティウィーク＆カーフリーデー

なら」イベントの情報発信に効果的な機会となった。 

【実施期間】平成 30 年 9月 18日（火）～21日（金） 

【実施場所】奈良市役所展示スペース 
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（２）「モビリティウィーク＆カーフリーデーなら」イベント 

モビリティウィーク＆カーフリーデーならは、当該地域における車に頼らない快適なま

ちづくりを考え、行動する日。 

イベント実施を通して対象の地域内で車を使わない空間を創り、「奈良は車で来ない方が

楽しい」「車に乗らない方が暮らしやすい」を当該地域で体感してもらうために開催した。 

【実施日時】平成 30 年 9月 22日（土）午前 10時から午後 3時 

【実施場所】ＪＲ奈良駅東口駅前広場（三条本町） 

【実施内容】カーフリーゾーン（交通規制：三条通（ＪＲ奈良駅前交差点～今辻子町）） 

イベント会場（ブース出展、ウォーキングイベント、自転車イベント） 

【参加人数】延べ 約 1,000名 

 

《開会（オープニングセレモニー）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① ② 

③ 

①開会宣言 

②市長あいさつ 

③市長による交通規制宣言 
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《カーフリーゾーンの創出》 

  

 

《ウォーキングイベント》 

●春日山原始林ガイドウォーク      ●記紀万葉の道巡りエコツアー 

   

 

《自転車イベント》 

●奈 良 の 街 並 み と 歴 史 を 感 じ る 自 転 車 フ ォ ト ラ リ ー  ●自転車でめぐる平城宮跡・唐招提寺 
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《イベント会場（ブース出展）》 

●イベント会場の様子 

  

●本部 

 

本部では、アンケートに答えると抽選で素敵な景品をプレゼントしました。 

 

●本部企画ブースの様子 

オープンワークショップ 

｢あなたの住みたい"奈良"を描いてください｣ 

 

特定非営利活動法人奈良ストップ温暖化の会（NASO） 

奈良のまち歩き＆自転車マップや、 

本日のイベント案内配布 

 

まちあるきコンシェルジュ 
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●各ブースの様子 

車をおいて COOL CHOICE! 

新しいライフスタイルを提案します 

 

特定非営利活動法人奈良ストップ温暖化の会（NASO） 

春日山原始林の保全活動の紹介、 

間伐材のおもちゃづくり 

 

春日山原始林を未来へつなぐ会 

ソーラークッカーによる実演 

 

特定非営利活動法人サークルおてんとさん 

自転車と歩く“なら”みどころマップ 

 

奈良市地球温暖化対策地域協議会 

ストップ温暖化パネル展とぬり絵 

 

奈良県環境政策課 

ミニトマトすくい・かき氷 

 

生活協同組合コープ自然派奈良 
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配達サービスや生協商品の紹介 

 

市民生活協働組合ならコープ 

旬菜メルカート(地場産野菜・加工品の販売) 

 

湖畔の里つきがせ 

奈良の地酒試飲体験 

 

もも太朗ビエラ奈良店 

奈良発信のクラフトビールの販売 

 

Golden Rabbit Beer 

Mobike使用方法と乗車体験 

 

モバイク・ジャパン株式会社 

会員登録会・自転車試乗・パネル展 

 

株式会社ドコモ・バイクシェア 

 

３．モビリティウィーク＆カーフリーデーなら実行委員会 構成団体 

奈良市（環境政策課・交通政策課・観光戦略課）、奈良県地球温暖化防止活動推進センター、

特定非営利活動法人奈良ストップ温暖化の会（ＮＡＳＯ）、奈良市地球温暖化対策地域協議

会、奈良交通株式会社、株式会社奈良シティエフエムコミュニケーションズ 
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４．モビリティウィーク＆カーフリーデー日本アワード 2018への応募 

（１）まちづくり貢献賞 

イベント会場で実施したオープンワークショップ「～あなたの住みたい"奈良"を描いて

ください～」では、クルマに頼らない快適で持続可能なまちを考えることをテーマに、来場

いただいた市民、観光客の皆さんと一緒に、「こんな奈良に住みたい」、「この道がもっと通

りやすければ･･･」、「この道の雰囲気がとても素敵なので変わらないでほしい」等の意見・

アイデアを出しあった。 

イベント後半では、出された意見・アイデアをふまえ、奈良のまちを交通の視点でどのよ

うなカタチにしていきたいか考えた。 

オープンワークショップを通して、市民の声が詰まった「みんなの目指す奈良のまち」が

描かれた。 

 

●オープンワークショップ（出された意見・アイデア、後半のワークショップの様子） 

  

 

 

（２）イベント・プロジェクト賞 

今年度からの初参加であったが、交通、環境、地域資産と様々な視点から企画を行い、イ

ベント会場では、交通、環境、地産地消をテーマとしたブースを展開。SDGs を意識し、様々

な分野と関連をさせることで、幅広い参加者の来場を図った。また、インバウンド対策とし

て、当日用のパンフレットでは、4ヶ国語に対応したものを作成し、EMW＆CFDの周知及びイ

ベント参加者の増加に取り組んだ。また、初年度にも関わらず、警察との再三の協議を経て、

当初は難しいと言われていた交通規制の実施も実現し、カーフリーゾーンの創出にも成功

した。 

様々な企画を通して、「奈良は車で来ない方が楽しい」、「車に乗らないほうが暮らしやす

い」を体感してもらうことができ、車に頼らない日常生活を考えるきっかけになった。 
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●4ヶ国語対応の当日用のパンフレット 

 

 

●インバウンド対策による参加者      ●カーフリーゾーンの様子 
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（３）市民向けアピール賞 

イベント会場では、市民向けにブース出展を行った。オープンワークショップでは、市民

の皆さんとともに「みんなの目指す奈良のまち」について考え、自分の住むまちについて考

えてもらうきっかけになった。 

地産地消ブースでは、地元で作られた農産物の販売や飲食ブースを出展し、車を置いて出

かけた際ならではの地ビールや地酒も味わっていただいた。 

交通のブースでは、近年全国的な広がりを見せているシェアバイクのブースを出展し、シ

ェアバイクの PRを行った。ドコモ・バイクシェアのブースでは使用方法の案内のほか、シ

ェアバイクを使ったツアー企画や、市内に設置されたシェアバイクのドレスガードに専用

の広告を掲載していただき、市民の皆さんからの注目を集めた。 

環境のブースでは、シェアバイクと環境を関連させたブースや交通と環境を考える地域

資産を活かしたウォーキングイベントを行った。 

カーフリーゾーンでは、啓発活動と合わせて奈良のまちを楽しむための移動手段につい

てシール形式によるアンケート調査も行った。アンケート調査では、徒歩が一番多く、次い

で公共交通であるバスが多かった。回答の中には、観光地ならではの人力車といった回答も

見られた。 

 

●地産地消ブース（地酒の試飲、地元産のミニトマトすくい、ソーラークッカー） 
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●市内に設置されたシェアバイクのドレスガードを活用した PR 

 

 

●地域資産を活かしたウォーキングイベント（記紀万葉の道巡りエコツアー） 

 

 

●カーフリーゾーンでのアンケート調査結果 
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５．まとめ 

（１）メディアの掲載 

市長定例記者会見での告知を受けて、当日は読売新聞社が取材に来場された。ブースや自

転車ツアー等の出展団体や参加者への取材を通して、翌日の朝刊にイベントに関する記事

が掲載された。 

また、新聞社だけではなく、当日は実行委員会構成団体の一つである株式会社奈良シティ

エフエムコミュニケーションズ（ならどっと FM）により、当日の放送番組内で「モビリテ

ィウィーク＆カーフリーデーなら」イベントに関するラジオ放送も行った。 

 

  

 

（２）実施後も「ならしみんだより」で PR 

イベントの事前周知のみにとどまらず、実施後にも「ならしみんだより」11 月号にて、

イベントの様子や参加者の声及びモビリティウィーク＆カーフリーデーに関する情報発信

を行った。市民に向けた情報発信を継続することで、今後の継続的な意識向上を促した。 

 

 

H30.9.23 

読売新聞 朝刊 
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（３）成果と課題 

≪実施に伴う効果≫ 

・ヨーロッパの運営委員会本部：ヨーロッパモビリティウィーク＆カーフリーデーに参加登

録を行い、2018 年参加都市のうちの 1 都市として、ホームページで奈良市の参加も広報さ

れ、世界へ本市での実施について情報発信することができた。 

・イベント来場者に対して、地球温暖化対策のための国民運動「COOL CHOICE」普及啓発を

実施するとともに、COOL CHOICEへの賛同者を多数集めることができた。 

 

≪次年度以降の課題≫ 

・モビリティウィーク＆カーフリーデー実施時期が、秋雨前線や台風などの気象状況に左右

されやすい時期になっており、イベント当日も開催時間には回復したが、準備中に通り雨に

見舞われた。継続した開催を実施するためには、屋外イベント中心ではなく、屋内でのイベ

ントも検討する必要がある。 

・将来的な目標である世界遺産エリアへのマイカー流入規制を実現するためには、交通政策

としての施策と関連付けてイベントを実施してくことが重要である。今年度は、地球温暖化

対策（公共交通の利用促進・マイカーの利用縮減）の側面から環境政策を主体として実施し

たが、マイカー流入規制を見据え、交通政策と両輪で主体となるよう連携の強化を進める必

要がある。 
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モビリティウィーク＆カーフリーデーなら実行委員会（奈良市役所環境政策課内） 

E-mail: carfreedaynara@gmail.com 

【奈良市 環境部 環境政策課】 

〒630-8580 奈良市二条大路南一丁目 1番 1号 

電話：0742‐34‐4591 FAX:0742‐36‐5466 

E-mail:kankyoseisaku@city.nara.lg.jp 


